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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

　　▪特別展「宗像・沖ノ島と大和朝廷」
　　会期　平成 29年 1月 1日～ 3月 5日
　　会場　九州国立博物館　3階特別展示室
　海の正倉院とも称される沖ノ島は、『古事記』・『日
本書紀』に「沖津宮」と記された由緒ある社であり、
8 万点にも及ぶ神宝が「国宝」に指定され守られ
ています。
　本展では、沖ノ島で発掘された出土品と、『古事
記』・『日本書紀』に記された神話を交差させながら、
大和朝廷を基盤に成立する「『神宿る島』宗像・沖
ノ島」の源に迫ります。
観覧料
一般1,500円（1,300円）、  高大生1,000円（800円）、
小中生600円（400円）　　（　 ）は前売り

▪毎月本紙に「健康
よもやま話」を執筆
頂いている松浦緑郎
先生（姫野病院勤務）
が平成 27 年・28 年度掲載分 24
話にコラムを加筆された第一話が
完成しました。私たちにとって最
大の関心事である、心と体の健康
をどう守るかを一話ずつわかりや
すく述べておられます。転ばぬ先
の強い味方として手元に置きたい
一冊です。先生のご好意により
10 名の方へプレゼントします。
■読者プレゼント
ご希望の方は氏名・住所・TEL 明記の
上 ( 株 ) 東兄弟へハガキで応募下さい。
12 月 10 日締め切り。応募多数の時
は抽選によります。本の発送をもって
発表とします。
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第 17回八女茶で健康
国際会議で八女伝統本玉露 PR

　最近、人と動物との間で病気や健康などについてニュ－スになっていま
す。世界獣医師会と世界医師会ではこれを ”One Health“（一つの健康）と
呼んでいます。これに関連して、11 月 10 日（木）～ 11 日（金）に「第
2 回 世界獣医師会－世界医師会 ”One Health“ に関する国際会議」が福岡県
北九州市のリ－ガロイヤルホテル小倉で開催され、世界 40 か国から約 500
人の方々が出席されました。　　
　日本では、藏内勇夫福岡県茶生産組合連合会長が日本獣医師会長で、み
やま市高田町の横倉義武ヨクラ病院理事長が日本医師会長です。近所でも
あり、連携がとても緊密なことから、世界をリ－ドする素晴らしい取り組
みが福岡県で実現しました。
　私は、この国際会議で、八女伝統本玉露の PR をしました。
　八女伝統本玉露は、「だしパック（11 × 10.5cm）」一袋に玉露 20 ｇを
入れ（詰めすぎると茶葉が水
を吸ったとき膨らみが良くな
い）冷水 400cc と硬い氷をや
かんに入れて 4 時間、冷蔵庫
で抽出して作った冷茶約 20L
を使用しました。

　各国の方々からは満面の笑みで「Delicious ！」と言っていただきました。
　お土産にほしいという方には 50g で 3,000 円（税別）の八女伝統本玉露
を販売し、35 袋売れました。多い人は一人で 4 袋買われました。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一

12月の道の駅たちばな

「三徳の家庭菜園」  ㊱
【セルリ－】～～多汁で爽やかな歯ごたえの芳香野菜～～

　セルリーは、地中海沿岸原産のセリ科１～２年の野菜で、生育適
温は１５～２０℃と冷涼な気候を好みます。６月に播種したもので
収穫が１１～１２月と、葉物野菜の中では非常に栽培期間が長いの
が特徴で、有機物をたくさん含み適度に湿り気がある肥沃な土壌で
ないと良いものが採れません。育苗がやや難しく、その期間が長い
ので、家庭菜園用ならば必要な苗数だけ購入した方が得です。購入
した苗は１２㎝鉢で本葉が７～９枚になるまで育て、菜園には９月
上旬頃に株間３５～４０㎝の間隔で植え付けます。
　良い物を採るには非常に多くの肥料を必要とし、１０㎡当たりに
基肥として堆肥４０kg、石灰２kg と肥料を窒素成分で３００g 程度
施します。定植後も、約３週間間隔で窒素成分で２００g 程度の肥
料を、２～３回施します。生育には肥料とともに水も非常に欲しが
ります。根が細く、しかも浅く横に張る
ために土壌の乾燥には非常に弱く、乾燥
させると心腐れや「ス入り」が出て、品
質を著しく落とします。定植後で本葉が
１５枚以上になるとわき芽が出て来るの
で、黄化した下葉や病葉とわき芽はかき
取って新葉の生育を促します。植え付け
後８０～９０日経過し、草丈が５０～
６０㎝で葉が開き気味となり、葉色がや
や薄くなった頃が収穫時期で、外側から
１枚ずつ剥がすか、株ごと収穫します。
　セルリーは、ビタミンＣ、Ｂ群やミネ
ラル類の他に食物繊維にも富み、食べる
とジューシーで爽やかな歯ごたえがあ
り、サラダや肉料理に大人気です。また、
その独特の芳香には、ストレス緩和や気
持ちを穏やかにする効果があると言われ
ています。

福岡県農業大学校
　嘱託職員　林　三徳

テーマ　八女方言かるた
講　師　中村　萬里    先生（筑紫女学園大学教授）
日　時　１２月２４日（土）１３：３０～
場　所　八女市社会福祉会館

黄櫨の会
公開講座

聴講無料
どなたもお気軽に

ご来場下さい

野鳥ウォッチング　
�

サンショウクイ

　サンショウクイは、夏鳥
として飛来する 20cm 程の
水鳥です。広葉樹林の高木
のある所を好み「ヒリリン・
ヒリリン」と鳴きながら飛
び回ります。

矢部村　栗原　浩暢

●畑に植え付け時期に達した苗
（本葉７～９枚）

●株間 35 ～ 40㎝で植え付ける
（条間は 55㎝）。８月中の植え
付けならば、白黒ダブルマルチ
をしても良い。

八女伝統本玉露 PR の様子


